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【ご説明内容】

■「柏崎刈羽原子力発電所敷地周辺海域及び陸域の活断層に

　対する耐震・構造設計小委員会合同ＷＧの検討状況の整理」

　（平成20年8月6日，合同Ｗ15－2－1）を踏まえ，活断

　層評価の不確かさを考慮したＦ－Ｂ断層の断層長さ36km

　とした場合の地震動評価に関する説明

○断層モデル及び断層パラメータの設定について
　（従来の断層長さ34kmとの変更点）

○Noda et al.(2002) に基づく応答スペクトルによる
　地震動評価
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１．今回評価したＦ－Ｂ断層

■基本的な断層長さ：27km（従来から変更無し）

■活断層評価の不確かさを考慮した断層長さ：

　【従来】断層北端をNo.11測線とした34km

　【今回】断層北端をNo.12測線とした36km

今回の評価区間従来の評価区間

調査結果27km

調査結果34km

調査結果27km

調査結果36km

本震後24時間の余震分布（気象庁一元化震源） 本震後24時間の余震分布（気象庁一元化震源）
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アスペリティの面積

Sa’=127 km2

地震モーメント

M0’=1.5×1019 N･m

背景領域の実効応力

sb’=5.1 MPa

断層面積

S’=34km×20km

アスペリティの応力降下量

Dsa’=20～25 MPa

M0∝S2　←　M0=(S/4.24×1011)2×10-7：入倉・三宅(2001)

アスペリティの面積

Sa=101 km2

地震モーメント

M0=9.3×1018 N･m

断層面積

S=27km×20km

アスペリティの応力降下量

Dsa=20～25 MPa

k 倍

k2 倍

k 倍

同じ

アスペリティの実効応力の20%（入倉,2006）

Ｆ－Ｂ断層 中越沖地震

２．断層モデルの構築

断層パラメータの設定手順（従来：断層長さ34km）

※k=S’/S（面積比）=1.26
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２．断層モデルの構築

赤字部分が従来からの変更箇所

アスペリティの面積

Sa’=136 km2

地震モーメント

M0’=1.7×1019 N･m

背景領域の実効応力

sb’=5.1 MPa

断層面積

S’=36km×20km

アスペリティの応力降下量

Dsa’=20～25 MPa

M0∝S2　←　M0=(S/4.24×1011)2×10-7：入倉・三宅(2001)

アスペリティの面積

Sa=101 km2

地震モーメント

M0=9.3×1018 N･m

断層面積

S=27km×20km

アスペリティの応力降下量

Dsa=20～25 MPa

k 倍

k2 倍

k 倍

同じ

アスペリティの実効応力の20%（入倉,2006）

Ｆ－Ｂ断層 中越沖地震

※k=S’/S（面積比）=1.33

断層パラメータの設定手順（今回：断層長さ36km）
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（主な諸元）
断層長さ：34km
断層幅：20km
傾斜角：35°（東傾斜）
アスペリティ：３個

平面図 断面図

２．断層モデルの構築

従来の断層モデル（断層長さ34km）
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（主な諸元）
断層長さ：36km
断層幅：20km
傾斜角：35°（東傾斜）
アスペリティ：３個

平面図
断面図

２．断層モデルの構築

今回の断層モデル（断層長さ36km）
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断層パラメータの比較（その１）
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今回の設定値（断層長さ36km）
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従来の設定値（断層長さ34km）

破壊時間遅れ（s）

破壊伝播速度（km/s）

応力降下量（MPa）

平均すべり量（cm）

地震モーメント（N･m）

面積（km2）

北緯（°）

東経（°）
基準点

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
１

地震モーメント（N･m）

Ｓ波速度（km/s）

破壊伝播形式

傾斜角（°）

走向（°）

断層面積（km2）

断層幅（km）

断層長さ（km）

断層上端深さ（km）

北緯（°）

東経（°）
基準点

巨
視
的
断
層
面

項　目

：地質調査結果等に基づく

：中越沖地震の震源インバージョン結果に基づく

２．断層モデルの構築
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今回の設定値（断層長さ36km）
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従来の設定値（断層長さ34km）

破壊伝播速度（km/s）

実効応力（MPa）

平均すべり量（cm）

地震モーメント（N･m）

面積（km2）背
景
領
域

破壊時間遅れ（s）

破壊伝播速度（km/s）

応力降下量（MPa）

平均すべり量（cm）

地震モーメント（N･m）
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ア
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破壊伝播速度（km/s）
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東経（°）
基準点

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
２

項　目

：中越沖地震の震源インバージョン結果に基づく

２．断層モデルの構築

断層パラメータの比較（その２）
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水平方向 鉛直方向

荒浜側（１～４号機）

３．応答スペクトルによる地震動評価

断層長さ34km（従来）
断層長さ36km （今回）
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今回設定した断層長さ36kmの断層モデルを用いて，Noda　et al.(2002）
に基づく応答スペクトルによる地震動評価を実施。

断層長さ34km（従来）
断層長さ36km （今回）
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水平方向 鉛直方向

大湊側（５～７号機）

３．応答スペクトルによる地震動評価

今回設定した断層長さ36kmの断層モデルを用いて，Noda　et al.(2002）
に基づく応答スペクトルによる地震動評価を実施。

断層長さ34km（従来）
断層長さ36km （今回）
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断層長さ34km（従来）
断層長さ36km （今回）
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４．まとめ

■活断層評価の不確かさを考慮したＦ－Ｂ断層の断層長さ
　36kmとした場合の断層モデルを構築。

■上記の断層モデルを用いて，Noda et al.(2002)に基づ
　く応答スペクトルによる地震動評価を実施した結果，今回
　の断層長さの変更が地震動レベルに与える影響は殆どみら
　れないことを確認。

■なお，断層モデルによる地震動評価は現在実施中。


